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はじめに 

 

グルノーブル美容専門学校では、平成 25 年（2013 年）より学校自己

評価制度の導入に向けて「自己点検制度推進部会」を設置し、学校全体と

して組織的に取り組む体制を整えてまいりました。以来、定期的に部会を

開催し、自己点検項目の見直しや課題の整理を行いながら、継続的な改善

に努めております。 

自己評価の実施にあたっては、多くの皆様から本校の教育方針および学

校運営に対するご理解とご協力をいただいております。その中でいただい

たご意見や課題については真摯に受け止め、改善に反映させていくことが

本校の重要な責務であると考えております。また、法令や行政指導を遵守

するとともに、内容の論理性および客観性を重視し、できる限り分かりや

すい表現となるよう努めております。 

本校では、自己点検・自己評価の取り組みを公表することで、学校運営

および教育内容に対するご意見を広く受け止め、さらなる改善点の明確化

につなげております。こうした方針のもと、本年度も学校自己評価報告書

を作成いたしました。 

今後も、学校評価を計画的かつ継続的に実施し、教育内容および学校運

営の一層の充実と向上に努めてまいります。 

 

 

 

令和 7 年度 学校法人北埼玉学園グルノーブル美容専門学校 

理 事 長  弓削 勇人 

校 長  弓削 恵子 

 

令和 7 年度 自己点検制度推進部会 
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評価項目ごとの目標 

重点目標 

1. 国家試験の合格率 100％目標 

2. 広報活動の拡充 

3. 中途退学防止等、生徒指導とフォローの徹底 

項目 1.教育理念・目的・目標 

学校理念（建学の精神） 

あらゆる経済的事由を抱えていようとも、その可能性を閉じてはならない。 

美道三大原則『美
ビ

』『心
シ ン

』『技
ギ

』 

『美』私達は、常に美を追求し進化し続け社会に貢献します。 

『心』私達は、常に「ありがとう」と言える素直な心を大切にします。 

『技』私達は、常に高い技術と知識を身につけ成長し続けます。 

教育理念 

「美」「心」「技」の「美道三大原則」を基に、美容の理論と実践を通じ教育の向上を

目指し、常に変わりゆく多様な文化の中、学生を美容界のリーダーに育てると共に、

社会に自立するために必要な人間力と高い専門技術を有する人材を育成し、生涯の学

びへ導き地域社会に貢献する。 

教育目的 

学校教育法並びに美容師法に基づき、美容に関する専門的知識と技術を授け、美容に

携わる有為な人材を育成することを目的とする。 

教育目標 

国家試験合格率 100%を目指すと共に一般教養を高め、有能な職業人、社会人を育

成することを目標とする。 

項目 2.教育課程、教育の実施、学修成果 

・国家試験合格率 100%を目指すための教員への教育及び生徒への指導の徹底。 

・学校独自の教育内容の検討及び専門技術の向上への学習内容の精査。 

・全生徒学力引き上げの授業内容検討。 

・教員の資質向上のための取り組みを図る。 

・資格取得のための支援体制を整える。 
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項目 3.学生の受け入れ、学生支援 

・学生募集活動を適正に行う。 

・体験入学の実施方法・内容を検討し、体験入学からの出願率を 30%以上にする。 

・高等学校、中学校の教員に対するオンライン説明会を実施する。 

・入学選考を、公平な方法で行う。 

・就職相談等に関する体制を整える。 

・健康管理への取り組みを図る。 

・入寮生ほか、学生生活の健康管理を徹底する。 

・保護者と適切に連携する。 

項目 4.教育実施組織・教員 

・業務分掌を見直し、各職員の役割分担を明確にする。 

・教職員同士の連携を強化する。 

・教職員の一人一人の能力を最大限に生かす。 

・教員間、職務間の連携を行うように、組織間の仕組みを構築する。 

・運営方針を定め、運営組織や意思決定機能の効率化を図る。 

・情報システム化等による業務の効率化及び改善を行う。 

項目 5.教育環境 

・校舎内外の整理・整頓・清掃を心がける。 

・快適な教育環境の管理と今後の投資計画を検討する。 

・防災・消防・安全に関する具体的行動マニュアルを整備する。 

項目 6.教育活動の基盤と改善・向上の取組 

・実効性のある具体的な中長期計画を策定する。 

・中長期計画を実行し、必要（十分）な財務基盤を確立する。 

・事務組織体制を整備し、業務分担・責任体制を明確にする。 

・教職員の能力及び資質向上のために必要な組織的な研修の機会を設ける。 

・実践的な職業教育の展開、改善・向上に向けて高校、産業界、自治体等からの意見を

積極的に聴取し活用する。 

・自己点検・評価結果をはじめ、公表が求められている情報について適切に公表する。 
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評価報告 

 

評価方法：下記の評定数字 3（適切）～1（不適切）の 3 段階で評価。 

3 基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている。 

2 概ね基準を満たしている。 

1 基準を満たしておらず改善が必要。 

 

項目 1.教育理念・目的・目標 

1-1 教育理念、目的および目標の設定等 

教育理念等を踏まえ、目的及び目標を明確に設定し、養成する人材像を明確に

していること。 

3 

成果と課題： 

 

 需要の高まりに対して供給が追いついていない状況を背景に、アイリストを志望する

ケースが増加しています。こうした動向を踏まえ、本校では美容師免許取得を目指す方

（取得済みの方を含む）を対象としたアイリスト講習を実施しています。また、通信課

程においては土曜日コースを設置し、週末のみでの受講にも対応できる体制を整えてお

ります。これらの取り組みは美容業界全体への貢献につながるものと考え、「教育理念・

目的およびその設定」に関する評価を「3」と位置付けています。 

 

一方で、「即戦力」の育成という観点については課題も認識しています。教員が外部

講習等に参加する機会があっても、そこで示される内容が必ずしも現場で求められる技

術と一致しているとは言い切れない状況があります。特に、コンクールやコンテスト等

を想定したスタイルの技術指導が中心となっているケースも見受けられ、実務現場での

即応力との間に差が生じている点は課題と考えています。 

 

また、研修の場においても、教育内容と現場ニーズとの乖離に関する意見が挙がって

おり、指導内容の位置づけや目的については引き続き整理が必要であるとの認識が共有

されています。今後は「即戦力」という言葉の定義を含め、現場で求められる技術との

整合性を高めていくことが課題であると考えています。 
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項目 2.教育課程、教育の実施、学修成果 

2-1 教育課程の編成と授業科目 

学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な教育課程編成・

実施方針を作成した上で、教育課程を体系的に編成し、系統性・段階性に配慮

した授業科目を配置していること。 

3 

2-2 教育の実施 

授業科目内容に応じ、講義、演習、実験、実習又は実技など、適切な授業形態

で教育が実施され、かつ、適切な教材が用いられるとともに、成績評価基準に

基づき成績評価を行っていること。 

3 

2-3 単位・卒業認定 

学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な卒業認定方針（資

格・免許等を含む修得させる職業能力を含む）を学科・コースごとに定め、当

該方針に基づき卒業の認定をしていること。 

3 

2-4 学修成果目標の達成状況 

卒業認定方針を踏まえ、学科・コースごとに職業能力を含む資質能力の修得（資

格・免許等の取得や知識・技術・技能の修得含む。）についての目標を定め、そ

の目標が達成できていること。 

3 

学生が望む進路の実現に関する目標を定め、その目標が達成できていること。 3 

成果と課題： 

 

 国家試験の実技分野においては、学生全員が満点到達を目標とできる水準に達してい

ます。一方、学科分野においては学生間で学力差が見られ、特に得点が伸び悩む学生

への指導方法については、さらなる検討および改善が必要であると認識しています。 

 

今後は、実技・学科の両面において全学生が高い到達度を達成できるよう、指導体制

の充実および指導方法の改善を課題として、継続的に取り組んでまいります。。 
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項目 3.学生の受け入れ・学生支援 

3-1 学生募集及び入学者の選抜、収容定員の管理 

①入学者の受け入れ方針、入学選考基準、方法を定め、入学希望者に明示し、入

学者の選考を公正に行い、合否を決定していること。 

3 

②学生の受入れは、入学定員に基づき適正に行っていること。 3 

3-2 自主的な学習の促進に対する支援 

学生の学力や学習状況を把握し、入学前教育や補習授業を行うなど学習支援に取

組んでいること。学生の円滑な学習に向け、シラバスの活用による学習成果の向

上や自主的な学習に関する適切な支援を行っていること。 

3 

3-3 多様な学生に対する支援 

適切な体制を構築し、障がいのある学生、海外からの留学生、社会人経験者など、

多様な学生に対する支援を行っていること。 

2 

3-4 学生生活に関する支援 

①カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相談に対応するための環境整

備を行い、適切に運営していること。 

2 

②留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題を抱える学生に対し適切な対

応を行っていること。 

2 

③学校保健安全法に基づく学校保健計画を策定し、学生の心身の健康管理体制を

整備し、適切に運用していること。 

3 

④学生の経済的側面に対する支援体制を整備し、適切に周知、運用していること。 3 

⑤学生のキャリア支援、就職支援に対する支援体制を整備し、適切に周知、運用

していること。 

3 

成果と課題： 

 

 近年、家庭環境や心理的要因の影響を受け、精神的な不安定さを抱える学生が増加し

ている傾向が見受けられます。その結果として、人間関係上の課題を契機に登校が困

難となる学生が、全体のおよそ一割程度存在しています。 

 

現在は、教職員と学生との対話の機会を積極的に設けることで対応を図っています

が、今後は外部カウンセラーの活用等も含めた支援体制の強化を検討し、学生の心理

的負担の軽減および中途退学の防止に向けた取り組みを進めていく方針です。 
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項目 4. 教育実施組織・教員 

4-1 教員の配置、募集、採用 

①教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた教員を確保するために基

準等（教員の採用基準等）を整備し、適正に運用していること。 

3 

②教員の常勤・非常勤、年齢構成等、また教員一人当たりの授業時数等を把握し

ていること。また、教員の専門性、教授力を把握、評価していること。 

3 

4-2 教員の組織編成等 

①学校の目的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組織を整備し、業務分担、責

任体制を規程等で定めていること。 

3 

②教員間で連携、協力体制を構築していること。 3 

4-3 教員の資質の向上 

学校の教育活動の改善、工夫を行う FD（Faculty Development）などの取組

や、教員の研究活動、自己啓発等への支援を行っていること。 

2 

成果と課題： 

 

 教員の配置および募集・採用については、現時点では大きな問題はないと考えていま

す。常勤・非常勤教員については、あと 1 名程度の増員が望ましい状況であり、ハ

ローワークでの募集に加え、卒業生への協力依頼も進めています。現状は既存の教員

で対応可能ですが、教員の高齢化も進んでいることから、将来的な安定を見据えた新

規採用についても検討しています。 

 

学科担当教員については現状問題ありません。一方で、実技担当においてはメイン教

員は配置されているものの、理解の遅い学生への対応に時間を要した場合、他の学生

への影響が生じることがあります。そのため、サポート体制の強化が課題であると認

識しています。特に 1 年生については支援が必要なケースが多いため、補助的な役

割を担うスタッフの配置が望ましい状況です。 
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項目 5.教育環境 

5-1 教育環境の整備 

①教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等を備えていること。 2 

②学生の学習支援のための施設（自習室等）を整備していること。また、学生の

休憩、食事のためのスペースを確保していること。 

2 

③図書室を設置し、専攻分野の教育に必要な専門書及び参考図書を配架し、必要

に応じて学生が閲覧できるようにしていること。 

2 

5-2 安全対策、防災組織 

①学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学校における安全対策を適切

に行っていること。 

3 

②火災の発生や防災に関する組織体制を整備し、適切に運営していること。 3 

5-3 施設、設備等の点検、改善等 

①施設・設備等の日常点検、定期点検、補修等を適切に行っていること。 3 

②施設の改築・回収、設備の更新等の計画を定め、適切に実施していること。 3 

成果と課題： 

 

 実習に必要なシャンプー台をはじめ、水回りおよび電気設備等の改善を進め、実際の

美容現場に即した実習環境の整備を図ることが課題であると認識しています。これに

より、美容室等への就職後に即戦力として活躍できる人材の育成につなげていく必要

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 10 

項目 6. 教育活動の基盤と改善・向上の取組 

6-1 中期事業計画と財務基盤 

①策定している中長期計画に、教育目的、教育目標の実現に向けた具体的な内容

が位置付けられていること。 

2 

②当該専修学校の教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財務基盤

を確立していること。 

2 

6-2 学校運営 

学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われていること（職業教育に関す

るマネジメント（教育の企画・設計・運営等）における責任体制を含む。）。 

3 

6-3 学校評価の実施と改善活動 

①学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等外部からの意見を反映するな

ど、関連企業等団体、地域社会等からの意見を運営やその改善・向上において活

用していること。 

3 

②学校評価を実施し結果及び改善状況についての情報を公表していること。 3 

③学校評価の結果に基づく改善への取組を組織的かつ継続的に行っていること。 3 

6-4 社会からの理解と情報の公表 

①教育活動、学修成果、学校運営等の状況に関する情報を積極的に公表している

こと。 

3 

②教育目的・目標の達成状況や活動状況について関連する教育機関、産業界等を

はじめ、社会全体からの理解を得るよう取組んでいること。 

3 

成果と課題： 

 

 教育活動基盤と改善向上の取り組みについて、今年度の中期事業計画および財産・財

務基盤では、高等課程 40 名、専門課程 30 名の入学目標を設定しています。しかし、

現時点では入学状況がやや出足遅れの傾向にあるため、1 月末に実施される私立中学

校の試験結果を踏まえ、受験結果により進路変更を検討する生徒等に対して本校の紹

介や案内を行い、入学につなげていく方針です。 

 

組織体制については、現状では適切に運営されていると考えています。現在は通信制

高校と連携し教育を行っていますが、将来的には自前で通信制高校を設置することを

目指しています。今年度は学事課とも相談のうえ、各学年 10 名程度での実施を検討

しています。 

 

通信制高校への需要は近年増加傾向にあり、他校でも同様の取り組みが進められてい

ます。本校においても教室設備および高等課程の教員体制は整っており、準備が整え

ば 2〜3 年程度で運営開始が可能な見込みです 
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今後の課題 

 

本報告書は、改定後のガイドラインに基づき、本校の教育活動および学校運

営について改めて振り返り、学校自己評価として取りまとめたものです。その

過程において、これまでの取り組みの成果とともに、今後さらに改善すべき点

が明らかになりました。 

中でも、コロナ禍以降、定員充足率が十分に回復していないことは大きな課

題として受け止めています。美容業界そのものへの関心は引き続き高い状況に

ある一方で、本校は知名度や立地条件の面から、進学先として検討される際に

十分に選択肢として認識されていない現状があります。地域においては徐々に

認知が広がりつつあるものの、まだ十分とは言えません。特に留学生について

は、本校が受け入れ校であることが十分に周知されていないという課題も見ら

れます。 

 

これらの課題に対応するため、今後は学校の認知度向上に引き続き取り組む

とともに、学生一人ひとりへのフォロー体制や支援制度の充実、その内容を分

かりやすく伝えることが重要であると考えています。また、地域の高等学校や

中学校の進学ガイダンスへの参加や、教職員・保護者を対象とした説明会等を

継続的に実施し、進学を検討される方々へ必要な情報が確実に届くよう努めて

まいります。 

あわせて、中途退学の防止も重要な課題として取り組んでいます。近年は、

学習意欲の低下や人間関係の悩み、SNS を通じたトラブルなど、学生を取り巻

く環境が複雑化しています。本校では、教職員が学生一人ひとりと丁寧に向き

合い、基本的な生活習慣や社会性を身に付けられるよう支援することで、安心

して学び続けられる環境づくりに努めています。 

 

今後も、地域の皆様や保護者の方々、関係者の皆様とのつながりを大切にし

ながら、学生の成長を支え、地域の美容文化の発展に貢献できる学校を目指し

てまいります。 

 

グルノーブル美容専門学校は、これからも「あらゆる経済的事由を抱えてい

ようとも、その可能性を閉じてはならない」という建学の精神のもと、美容を

志すすべての学生に広く門戸を開き、一人ひとりの夢の実現を支えながら、社

会に貢献していく所存です。 

 

 

 

学校法人北埼玉学園 グルノーブル美容専門学校 

令和 7 年度 自己点検制度推進部会 
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令和８年 3 月 31 日発行（無断転載禁止） 

 

令和 7 年度（2025 年度） 

学校法人北埼玉学園 

グルノーブル美容専門学校 

 

「令和 7 年度 自己評価報告書」 

 

お問い合わせ先 

〒367-0232 

埼玉県児玉郡神川町新里 1368-13 

Free. 0120 – 223 - 656 

平日受付：9：00 ～ 17：00 

事務局：自己評価・学校関係者評価 担当宛 
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